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看護基礎教育、臨床看護師教育において活用が進む
シミュレーション教育。教育を実践する際に基盤と
なる学習理論、教材設計の方法、デブリーフィングを
はじめとする教育技法と評価のスキルまでを網羅的
に解説したはじめての書籍。シミュレーション教育
の構造などに関するオリジナルの概念図、モデル図
も充実。第5章では研修や授業ですぐに活用できる
シナリオを集めた。
「学習者中心の学び」を実現するシミュレーション看
護教育の理論と実践が、この1冊でまるごとわかる。
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シミュレーション看護教育の理論と実践が、
この1冊でまるごとわかる。

看護のための
シミュレーション教育

臨床実践力を育てる！
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（「はじめに」より）
本来、教育とは、学習者である学生や後輩が看護師としてよりよい方向に着実に育つことをめざすものである。教員・
指導者らが評価を行う場、限定されたそのときにだけ「知っている」「できる」では、ひとりの看護実践者として成長して
いく過程の学習成果としては、何の意味ももたない。「学習者中心の教育」を展開していくうえで大切なことは、学習者
みずからが「学びたい」と思い、みずから、目的をもって成長しようという意思を持つことである。その支援のために、教
師・指導者は存在している。
シミュレーション教育とは、単にシミュレータを用いた授業を示すものではない。
「学習者中心の教育」、それを実現していくための方法はいくつかある。そのひとつが「シミュレーション教育」である。


